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巨大地震大津波に備える
先進科学技術

－南海トラフ巨大地震を例にして－

会場：サロン・ド・FUZAMBO Folio
千代田区神田神保町１－３冨山房ビルＢ１

Tel：03-3291-5153  
E-mail： folio@fuzambo-intl.com

参加費：1名1,000円（1 ドリンク、デザート付）
主催：日本学術会議・冨山房インターナショナル

南海トラフで発生する巨大地震
大津波では、地震動被害や大津
波被害に加えて地盤沈下、液状
化、さらに津波火災等の広域複合
災害が想定されています。

この甚大な広域複合災害に備え
るための先端的研究が進められ
ています。

例えば、①地震津波発生予測研
究、②地震津波の早期検知研究、
③被害予測や避難のための最新
シミュレーション研究さらには防災
教育教育といった様々な研究が実施されています。

本サイエンスカフェでは、これら研究の最前線を紹介し、今後の減災研究のあり方
についてお話したいと思います。


